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厚生労働省が提示する要件
①、③に該当

大分県における重点医師偏在対策支援区域の設定について

「重点医師偏在対策支援区域における診療所の承継・開業支援事業」に係る重点医師偏在
対策支援区域の設定については、今回の議論を踏まえ決定することとしたい。

方 針

西部医療圏の設定について

○ 厚生労働省が提示する候補区域に該当

「①各都道府県の医師偏在指標が最も低い二次医療圏」、「③医師少数区域かつ可住地面積

当たりの医師数が少ない二次医療圏（全国で下位１／４）」それぞれに該当。

○ 第８次大分県医師確保計画において、医師少数区域に設定されており、偏在解消に向

けた医師確保対策を行うこととしている。

案

二次

医療圏

偏在指標

区分

医師偏在

指標

可住地

面積
医師数

可住地面積当

たりの医師数

①各都道府県の

医師偏在指標が

最も低い二次医

療圏

②医師少数県の

医師少数区域

③医師少数区域かつ可

住地面積当たりの医師

数が少ない二次医療圏

（全国で下位1/4）

東部 多 267.2 327.16 665 2.03 0 0 0

中部 多 291.2 450.57 1,903 4.22 0 0 0

南部 中 190.6 120.54 145 1.20 0 0 0

豊肥 中 203.1 301.16 109 0.36 0 0 0

西部 少 178.0 219.61 150 0.68 1 0 1

北部 中 202.9 376.01 326 0.87 0 0 0

【参考】候補区域に係る具体的データ

重点医師偏在対策支援区域については、地域医療対策協議会及び保険者審議会で協議のうえ、
追加の指定も可能であることから、その他の地域については、今後の議論を踏まえ追加を検討
することとしたい。
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